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艰
の
S

基
本
的
準
^

的
な
仕
f

f

る
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が
故
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I

腦
f

ょ
.？

理
解
せ
ら
れ
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と
な
く
往
々
に
し
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:
合
理

.

以
上
要
す
る
に
、
，f

的
管
理
法
は
生
產
カ
1

■

し
て
：
製
造
技
術
羼
ど
伺
■

重
要
I

管
理
技
術
r

提
供
す
I

と 

へ
し̂

^

し
得
る
I

は
な
い
け
れ
I

、
•

然
i

、の
•

合
理
的
I

用
は
>

霧

|

活
i

合
J

か
S

慕

て

、
I

君

I

上
の
合
i

l

保
す
i

含
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み
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f
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•

民
險
問
題
戍
現
下
の
世
界
‘

に
於
い
て
最
大
關
心
事
で
あ
.
る
。
何
故
な
ら%

、

歐
洲
に
於
い
て
東

W

に
於
い
て
民
族

=
-

題
を
中
-

に 
■

武
力
戰
と
養
と
が
行
は
れ
、
 

雷

H

を
決
定
し
つ
、
意

か

ら
S

今

此

Q

民

族

問

題

陰

洲

大

糧

益

け

、る
民
族 

主
義
の
尖
銳
化
に
依
？

提
起
さ
れ
た
の
.
で
あ
•

る
が
、
こ
.

れ
を
^ -

れ
て
は
今
日
世
界
に
生
起
^

つ
、
あ
る
緊
要
な
政
治
繁
問
題
|

 

解
し
蠢
す
翁
は
出
來
な
い
。
泰
の
民
族
問
題
が
今
^

豪

、事
I

篇
的
原
因
と
し
て
考
へ
，ら
れ
、
從
つ
て
I

新
秩
序
S

 

基
，的
問
題
と
し
て
各
方
面』

於
い
て
取
上
げ
ら
れ
て
居
る
'

の
も
其
の
•

爲

霉

る

。

併
し
，乍

ら

、

■

支
那
民
裔
題
に
對
す
k

見
解
は
5

 

と
し
S

W

爲M
、

民
族
問
題
蠢
策
に
於
い
て
樂
觀
的
馨
、
架
空
的
獨
斷
.

論
，
麗
的
暮
等
が
現
出
し
て
居
る
。

"
‘

,
支
那
の
民
族
主
義
を
因
と
•

し
て
、•

豕
が
未
華
戈
の
裡
に
相
樹
峙
し
て
居
る
現
實
に
荩
て
、
，民
族
問
題
の
適
切
な
る
處
理
は
緊
.
 

要
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
‘難
事
中
の

I

で
あ
る
。.
併
し
• 
S

今
後
の
興
隆
の
如
何
はT

に
I

I

問
題
を
|

に

理

解

し

、
.
其 

の
き
-:

;
1
w

ち
れ
た
民
，族
政
策
如
何
に
懸
•

つ
て
居
る
と
云
ひ
得
る
。
其
故
に
其
の
現
實
的
障
碍
や
困
難
の
爲
に
理
論
と
政
策
を
.歪
曲 

す
る
事
は
許
さ
れ
な
い
。
問
題
解
把
Q

f

現
實
に
f

ず
、
架
f

世
界
に
求
め
V

5

自
'
慰

親

斷

論
-

民
族
8

1

刺
せ
ず 

未

择

ふ

ま

、
，淺

置

し

I

る
樂
觀
論
等
は
承
認
し
得
支
那
事
'變
音
滿
支
提
携
の

1

的
要
請
と
し
セ
民
籠
題
解
決
を
j
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ハ
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九
四

，(

i

)

,
代

る

と

共

に

，
そ
れ
が
售
問
題
と
し
'て
複
雜
困
難
な
，る
f

篆

し

て

？

、'而
か
も
我
々
I

打
開
の
f

見
出
さ
な
け
れ

M

r

u
。
ひ

の

皇

し

く

理

解

し

f

は

意

い

。
.本
論
は
I

I

議

i

の 

.

1
す
？

.輿

の

翦

的
W
發
點
，と
し
て
M
愛

義

G

概
產
定
か
ら
始
め
ょ
ぅ
。

ノ 

■ 

‘ 

T
 
，

マ

.
 

.
 

,.
 

■ 

■
•
 

■ 

•

び

の

概
念
は
、
_

複
雜
混
淆
しS
!

る
概
念
で
ぁ
つ
で
、
今
日
狗
に
其
の
f

把
握
し
難
ぃ
も
の
と
さ
ル
て居
る
。
此 

し
の
、
印
確
性
は
’
還

の

•不
明
確
i
慕

所

與

的

、
生

物

學

的

部

詈

蹵
5
社
會
的
部
画
と
1

淆
し
て
、
S

Q
概
念
を 

C

し
て
届
る
處
に
起
因
す
る
。
即
ち
、
現
實的
に
'は
、民
族
の
‘概
念
と
類
ぎ
た
概
念
たる
人

隱

攀

と
の
關
聯
に
於
い
て
交 

_

 

f

て
居
る
|

、
'概
念
的
混I

雪

把

握

し

灘
い
、も
の
と
な
|

る
。
人
I

本
來
生
物
學
的
集
團
概 

ノ

ノ
I

て

「

自
然
I

質
的
な
銃
、

I

の
？

8

'J
E
道
著「

來
亜
協
同
S

P

五I 

S
と
規
定
さ
れ
て
居
る
が
、
然
し
泰

i

§

s

i

,

 

I

-

A

s

.

過

當

於

け

識

離

蕾
I

、
混
血
し
た

r

歷
史 

的
U

種」

1

.

V

福

學

的
I

s

人
霞
存
在
し
、茂

秦

ひ

？

從
つ
て
人
種
i

l

明
f

t

僖
的
な
も
の 

r

 

1

斯
I

I

禱

f

 
I

含

、
I

見

蓮

f

民
I

s

i

l

と
し
て
利
用
し
て

^

 

I

の概念は不明確

I

しめられて居る。亦いで、

'
民族の概念は國民との關係に於いて、更

I

 

の混

I

導力れる。陸民なる概念は社會的概念でぁつてへ

「

民族が國家と結びづいた場合

」
(

•前掲

f

胃
に
成
立 

y

菱

n

i

f

 

l

i

f

如何

I

つて、或る民族のー部、或

ひ

養

I

f

形成せられ
 

家

形

一

 

1

の形

I

、'
一

 

國

f

S

に
一
害
め
る
。

•斯くしてい

i

f

國

養

と

s

f

 s
v

f

 

f

 

I

f

の

參

。以上

f

、讓
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I

I

I
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.

乞
類

似

的
f

,'Q'

交
雷
荊
と
何
に
ャ
自
絡
所
興
的
、
生
物
學
的f
,

と
歷
，1

社
#.&

部
面
と
6
混
-徽
に
依
つ
て
、
極.め
.て

瞹

陳 

不
明
瞭
も
の
.上
な
つ
て
示
現
さ
れ
て
居
る
。/#
つV

、

K
讓

窗

亂

'す
る
.見
解
も
洛
人
各
#.
に
分
れ
，

.S
然

所

與

的

、
生
.物
學

&
部

菌
に
乾
が
本
質
を
求
‘
，め

る

も
の
、
歷
史
的
社
會
的
部
雨
に
重
點f
置
く
，も
の
，等

が

存

す

る

。

r 

ノ

- 

f
民
族
溝
成
の
雲

は

、
客
觀
的
雲
と
主
觀
的
議
の
ニI

f
す
る
。
/客
'觀
的
議
と
は
、
封
建I

崩
壞
後
の
I

的

蔭
 

に6

け
る
社
會
的
集
H

、
主
觀
的
雲
と
は
其
のI

的

雲

の

I

I
ふ
集
S

識
I

そ

從

來
ょ
り
民
族
に
就
い
て 

崖

の

自
然
所
與
的
、
，生
财
學
的
I

s

f
匱
'い
て
，.

血

緣

タ

同

體
•

’

地

隹

福ヽ

、、
墓

共

同
體
、
運
命
共
同
體
、
文
化
共
同 

、體
^
の
キ
に
、
成
ひ
はU

、

三
に
I

本
質
を
求
め
，る
見
解
が
墓
す
る
ノ
詹し
や
ら
、
此
の
種
の
.見
辩
は
民
族
構
成
要
素
の

‘
を
：

'以
て
、
.或
ひ
は
隨
伴
的
性
質
を
以
セ、

.其
の
茶
木
的
本
質
と
す
る
不
完
全
性
を
有
ザ
る
。-
 

.

‘
If
i
L-
:
緣

關

達

民
f

無
關
係
な
1
?

は

な

為

、
t

s
以
.て
_

の

義

參

る

見
f

、
塁

Q

入
！

要
素
を
偏
重
す
る

も
、の
で
あ
り
、
且
つ
現
實
を
說
明
し
得
な
い
。
，
旣
述
し
た
如
く
、
人

i

其
の
も
の
が
不
I

I

情
的
な
存
在
で
あ
づ
て
見
れ
ば
、
斯 

か

る

も

？

上
に
其
のg-

礎
を
，置
く
事
は
何
等f

を
規
辑
す
る
も
のS

く
-
更
£

民
取
の
他
人
種
包
含
と.
5

民
族
擴
大
の
現 

，
象
が
見
存
す
る
今
日
、
象
緣
關
係

'
Q

み
を
.以
て
民
族
.、の
本
質
と
はt
し
得
な
•い
？
次
'い
で
、
民
族
と
地
緣
の
關
係
を
見
れ,^
一
地
域
内 

に
居
住
す
る
事
が
民
族
形
成
に
必
要
な
要
素
•の

 

一
I

し
て
捧
る
事
は
明
瞭
.で
あ
ク̂

國
土
に
對
す
名
愛
の
如
き
、
そ
の
證
左
•で
あ
る 

が
、
併
し
民
族
は̂

f

し
も
地
理
的
同
、一
管
必
要
と•■せ
ず
、
裊

的

條

，件
を
異
に
す
る
地
域
に
於
い
て
一
民
族
を
禱
成
し
得
る
は
歷

史
の
示
す
所
で
あ
る
。
從
つ
て
民
族
鞲
成
の

一

條
件
マ
林
あ
V

が
"
翁
條
件
で
は
な
い
。
吏
に
言
語
に
就
い
て
見
れ
ば
*■社

會

_

成 

員
と
言
語
と
‘は
：
，密
接
，な_

を
有
す
る
も
■の
で
、
，
こ
れ
に
依
つ
ズ
世
會
生
活
は'
5
促

進

,?
れ
、
緊
密
化
さ
れ
る
も
の
.で

あ

る

從 

S

民
轟
成
の
育
力
な
寒
礎0
 r

と
激
べ
ら
れ
.る
が
：.現

實

は

奢
'霧

す

る

。
勿
論
此
卜
傾
向
は
認
め
ら
れ
る
が
普
遍
W
で
な

-
 

'
 

'
 

パ

'

'

-
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L

-

f
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•九
六
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I

八)

い
.。‘，即

ィ

參

如

f
代
表
：

游

馨
•に
此
0
間

篆

^

居

今

.政
治
、
.
.文

.化
ぃ
宗敎

CD
.妣
ぎを

；：， J

もにもつ

' 

文
化
4

^
體
を
民
族
.の
本
質
に
求
め
得
る
か\0
へ
民
族
は
良
然
用
與
的
、
宿
命
的
と
ー
衣
ふ
意
味
に
於
い
て
、

•
•宿
命
共
同
體
で
あ
ゎ、
‘ 

.

.文
化
^

^

で̂
‘あ
^
と
^
其
へ
リ
民
族
’め
み
が
そ
れ
で
^
タ
の
^

は
^
乂 

さ
れ
ば
、 

こ

れ

ぼ

民

族

の

本

質

の

完

金

な

る

表

覩

で

は

，
な
、く

ノ

其

.

.の'マ
部
虱
に
過
ぎ
な
い°.
' 

/ 

‘

• 

士
寧
の
如
く
ハ
、自̂

^
與
的
い
生
物
學
别
要
因
はft
'
族
構
-̂

のj 

.因
と
成
り
得
^
場
合
ば
#
し
て
，も
3
基
礎
的
-̂

本
質
と
ば
成
り
得’ 

令
い
。
坩
ち
民
族
鞲.成
の
枳
截
に
；對
す
る
，础
助
的
役
割̂
果
す
に
過
ぎ
%
い
，め
で
.あ
る
Q
然

ら

ば

ハ

，民

族

の

.本
質
は
何
處
に
求
む
べ
き'
' 

で
あ
名
か
？
そ
れ
は
、
民
族
の
籐
史
的
社
會
的
部
爾
か
あ
る
0
パ
ん
間
生
活
め
根
據
ゆ
人
間
が
生
活
し
、
そ
.の
生
活
資
料
を
生
讓
得 

し
现
給
す
^

組
織
と
.し
.て
の
基
本
社
會
.に
存
‘す
る
の
で
あ
.る
が
、
民
族
は
、
そ
の
生
活
の
方
法
、
生
活
資
料
獲
得
の
方
法
に
お
け
る 

社
會
的
顧
掘
の一,

體
制
で
あ
り
。
栽
本
社
會
發
展

Q
1

段
階
に
於
け
る
基
本
此
會&
成
のT

體
系
で
あ
名
。
し
そ
れ
故
に
、

「

民
族
は|

の 

史
的
^i

妻

同

體

で
I

」

と
す
る
。(
加
田
？

敎
授
著「

人
種
、
民
族
、
戰S

七

i

x
基
本
社
會
と
し
‘て
.の
人
間
雷
は
、
人
間 

の
生
名
於
け
る
共
同
荷
命
體.ア
あ
り
、
生

產

共

同

箸

倉

か

ら

、
從
つ
て
、
民
f

 
ニ

の

生

霉

同

導

意

。
而
も
そ̂

は

封
' 

建
翁
本
，社
會
崩
瓌
後0
:
.
歷
史
的
段
階
、に.於
け
名
社
會
的
集
圈
で̂

る
。C

前
褐
書
咒
四
頁
^

.

.

.

.

.

,

以
上
論
述
し
て
•

來
I

s

f

 
f

f

i

s

素
で
I

。
此

の

籙

麓

素

農
i

成

昼
f

形
成
す
f

 

?

は
あ
る
が
、 

と
れ
ヴ
み
女
以
て
民

,

の
本
族
の
畫
，̂
党
，金
に
别
块
し
得
大
と

は

考
へ
レ
れ
な
い
。

'
 

民
族
の
本
質
に
更
に
必
要
不
可
缺
な
雲
と
し 

、
y
 

.

主̂
1

的
要
素
た
.

る
意
識
，
感
i w
c b

存
在
を
取
り
上
げ
ね
ば
：な
'

ら
f e
-

い
。

丄

、眉

的

顏

と

し

ナ

の
.民
族
の
.意
識
' 

■
感
情
は
如
何
に
し
.て
發
生
す
る
か。-.そ
れ
は
客
觀
的
議
容
在
に
伴
ふ
集
合
的
鼠
識
の
事 

策

に

茶

き
'̂
同
生
括
意
識
^
そ
:>
)
根
1
と
す
る
に
至
つ
て
、
民
族
形.成
.の
主
觀
的
，要
素
と
な
名
も
の
で
あ
る
。抑
.，，「

甚
本
社
會
ば•

.、

.
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.

生
活
資
料
獲
得
を
基
键
と
ず
る
人
間
の
包
括
的
社
會
で」

、
あ
づ
浅
：：.其
？.
耩
成
員
^
 

の
資
料
を
獲 

.

得
す
る
の
で
あ
る
が
、
斯
か
る

.

社
#

的
構
成
，の
寐
礎
の
上
に
於
い
て
、

一
定
領
域
*

に
於
け
る
蓄
.

傅
統
、
言
語
が
其
の
，典
通
的
特
質 

さ
れ
る
o 

#

 

U
.

於
い
て
，
此
の
^

^

的
要
素
の
存
在
に
.

伴
つ
，て
、.
社
會
構
着
滅
社
會
耩
成
員
た
る
の
.

共
同
意
_

を
創
り
出
す
のp

 

‘あ
名
o
:(

前
揭
書
九
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一.一ー：喊
.

〉

斯

か

，る
ー
共
同
意

® ,

が
民
族
意
識
、.
.

民
族
感
情
力
基
礎
と
*

石
.

も
の
、
で

あ

る

が

、

'
.

民
族
意
識
、
民
族
感
情
は
封 

建

社

會

崩

壞

後

の

：歷

史

的

段

階

に

.

於
け
る
近
代
社
會
の
共
同
意
識
を
措
稱
す
る
。
基
本
社
會
に
於
け
る
共
同
意
識
を
、
歷
史
的
.現
嚴
階 

に
於
い
て
把
握
す
る
と
.

き
•

S

己
.

の
社
會
權
成
員
の
特
性
又
は
.
他
の
も
の
.

と
.

の
，異

質

性

、

.

自
3

の.
同
質
性
に
對
す
1

思
識
、
即
ち
自
他 

の
#

異
に
關
す
：る
意
識
を
加
味
し
て
届
る
。"
而
し
て
斯
様
か
差
異
に
關
す
る
意
識
於
.
、.
社
會
構
減
體
の
自
然
的
特
性
の
み
..に
限
定
さ
れ 

ず
、
.:
.
,擎
ろ
そ
れ
が
有
す
^

文
北
的
要
素
の
.
.共
通
"

，
殊

に

歷

史

的

、
；

.

社

會

的

，に

規

定
..
^

' ^&

る
共
同
體
の
觀
念
ぬ
上
に
成
立
す
•

る
.も
の
で 

あ
る
。
從
つ
て
、
，そ
れ
は
自
然
的
競
.
1

と
し
て
.

の
意̂

合
さ
.

れ

た

參

敗

銃

、
1

と
し
て
の
生
產
共
同
體
だ
る
の
意
識
ヤ
あ
.

る
，

.

.

.

_ 

ノ

.'
:

斯
樣
な
社
會
集
園‘の
意
識
、
感
情
办
發1
8過
：程
は
'
同
類
，
異
類
：の
相
對
的
觀
念(0
'
發
生
.に
基
<
。

ー
種
族
が
他.種
族
：と
の
接
觸
に 

依
っ
て
'.

種
族
的
差
異
に
關
ず

—

^1
意
識
、
感
情
が
發
生
す
る
。
此(0
.事
は
、
對
外
的
に
は
異
類
意
識
.
，感
情
と
し
て
感
得
さ
れ

、

對
內 

的
に
は
同
類
意
識
、.感
情
と
し
.セ

發

魂

さ

れ

：る
:0
:
:
'
斯
く
し
て
、
同
類
ぅ
異
顏
の
意
識
感«
を
一1M

♦
内
外
の
客
観
的
要
裏
に
依
つ
て
、 

民
族
意
識
"
，，感
情
<0
昂

揚

ま

で

：
押

し
.進
め
ら
れ
る
(0
で
あ
る
0

^
族
意
識
が
.澍
外
的
に
發
揚
^

族
の
同I.

性
.
P依
る
緊
密
化
が
起
ゲ
，M
時
代
.に
於
.げ

名

氣

識

及

び

他

：
の
：
集

團

意

識

：と

餐

抗

.し
> 
之
：を
克
服
し
ヤ
某
の
：歷
史
的
段
階
に 

於

け

名

恶

本

^
^
.
の

唯

-
の

原

_

と1.
^
艳

蓄

队

る

に

至

：
る
：
，
の

^
务
:̂
 ̂

.s' 

议
上
の
如
くV

民
族
の
概
念
は
主
觀
、
客
觀
の
兩
要
素
を
俟
つ
て
成
立
す
る
も
の
と
考
へ

る

o
.

客
觀
的
要
素
のみを

以
て
は
充
分
に

、

-
/ 

- 

■

>3
/

- 
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民
族
の
本
質
を
表
現
し
得
る
も
？

は
な
く
、
そ
れ
に
伽
ふ
る
^
麈
的
要
素
を
以
て
す
る
I
、
，初
め
て
全
|

#-
る
も
の
.と
言
.、

ま

響

議

證

疆

1

疆

激

圓

親

冬

馨

_
:
麵

の

ー

囊

漏

す
る
，事
力

相
1

ぅ。

民
族
贏
、..展
族
感
情
'-
(
0孩
在
に
依
つ
て
、
地
緣
、
血
緣
、
政
希
、
•文
化
の
如
き
麗
的
、
.
自然

.
的
概
念
は

.-
''：
：. 

ぐ

見

至

■

--
..'
.••.'

1̂

_
概
_

,

强
化 
0

 

，
せ
し
め
.r
.le
•握
を
：至
難
な
ら
し
：め
‘.て
居
る
の
で
あ
るo 

，
 

'
 

„

 

,

セ
上
の
如
きP

念
を
有
す
.る
民
族
を
中
心
‘と
ナ
る
民
族
主
義
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
かO

民
族
主
義
は
民
族
の
現
象
に
照
應
ノ 

.

運
勸
及
_
iM
■
で
あ
る
か
ら
、
民
族
耩
成
に
於
け
.る
'客
觀
的
議
及
び
產
的
要
素
が
其
の
.基
礎
前
提
に
I
事
は
_
ら
か
せ
あ
る
。

:

讓
ち
、
傷

^

^
瓌
後
に
於
け
る「

生
活
資
料
の
廣
£

的
生
產
に
:5
:其
の
物
質
的
義
と
し
、
其
■
族
意
識
を
.睛
神
的
基
礎
と
し 

て
居
f

の
で
あ
る
。(

前
掲
書 
一
ニ
頁 
一
一
K
5

而
し
て
民
族
構
诚
の
■義
モ
あ
る
客
篤
要
素
璧
觀
的
要
霞
相
直
作
用
に 

.依
っ
^
民
族
主
肩
の
难
碧
—

猜
ら
オ
も
の)

で

彦

。
廣
し
乍
ら」

楚

し
得
な
い
。
.何
故
な
ら
ば
、
或
る
場
合
に
は
寧
ろ
制
動
的
役
割
を
な
す
か
ら
で
あ
る
。
■地
域
に
つ
い
て
も
、
言
語
に
つ
C

も
、
共
に
：
 

民
族
主
義
S

避
制
動
す
る
場
合
が
存
在
す
る
。
狹
小
な
る
地
域

H

對
す
る
愛
着
は
、
廣

大

な

國

老中
心
，と
しv

考
へ
篤
族
主
ノ 

義
を
制
約
す
る
-:
0
地
方
•々

>
:の
方
言
：の
.存
在
は
、
統
一
的
運
動
.と
し
て
■の
民
族
主
義
を
制
動
す
るも
の
で
あ
る
。

■霉
な

¥
卷

_
.は
、
'近
■
潜

_

立
..と：赛
蓋

し

袭
 

.被
_

嫌

惠

疆

歳
;:
f

e

湯

遂

■
裏
則

■
;
.
:
l
_
,s
、；
-̂
て
、
皇

民

：'

;f
.肩
値
を
自
巳
的
忙
昂
揚
し
、
，と
れ
ハ
:*
礎
と
し
て
、
.r

‘集
團
の
諸
政
| 
.理
想
を
顯
現
せ
ん
.と
す
る
も
5

蒙

。
■•而
，し
て
、
現
.

.

狀

に

於

け

墓
.

族

慕

は

蜜

國

と

後

證

に

於

い

て

其

の.着

を

興

に

し

て

居

り

、
從
っ
'

て
.

ニ
っ
、の
意
義
を
有
す
る
！
先

進

國

宏
 

け
る
扰
族
主
義
は
、

自

國

の

獨

立

篇
#

主
張
す
る
に
止
ら
ず
、
畠

の

民

族

的1

は
領
土
的
擴
大
發̂

を
意
欲
す
石
も
の
で-
あ
っ
て
、.

:
u 

.
楮

齡

时

氟

簌

釔

紙

_
來
谔
_
義
_

「

響
が
^

^

微

霞 

.
V

:̂
:票
と3

ザ
_
-̂

に
»'
^
务
.̂

獻
免
^
防̂
衞
把
诱
と
恭
;̂
消
_
的
豪
嚴
史
寐
免
蕾
論
静
る
意
_

 ̂

■

、を
概
見
し
て"現
在
の
民
族
主
»
の
.輪
廓
を
.彫
出
し
、
て
見
ょ
ぅ
。
’ 
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1
> 
封
秦
社
會
ょ
り
近
代
社
會
へ
の
移
行
め
爲
に
は(

新
社
#
結
成
の
指
绰
供
理
論
を
必
要
と
す
る
。
此
の
.役
#
を
果
す
爲
に
K
現 

•

し
だ
.の
：が
庳
族
.主
扉
の
發
端
で
、
そ
れ
.は
同
一
民
種
の
分
離
狀
態
か
ら
結
成
狀
態
.へ
の
，
移

行

、
1

分
散
&
權
カ
の
.結
成
に
俅
る
集
中
的
權
:
.

••■
I::
-
.
:
:
. 

一
 

■

且
っ
强
ヵ
國
家
の
主
張
で
も
必
っV

、

其
の
爲
に
封
建
的
束
縛
を
打
败
す
る
解
放
思
想
で
あ
っ
た
。
取
に
此
の
解
放
居
想
とし

，.

て
の
'民

.

y

は
淬
放
的
で
，あ
つ

民̂

族

主

義

も

、

.倉
國

藏

兵

の

.點
に

，
於

い

.て..は
多

く

の

^
^
義
釣
要
素
を
持
ち
統
f.
i助
化
の
政
策
を
行
0
ナ

.

の
で
あ
る
。
此
の
民
族
主
義
政
策
の
國
家
的
統
制
束
縛
は
、
富
國
と
共
に
勢
カ
を
獲
得
し
た
個
人
に
對
し
て
障
害

*

: ^

先
欢
り
、；幽

穿

：.
.

.

.

.
主
義
的
民
族
主
義
は
自
由
主
.
的
民
族
主
義
に
變
貌
す
る
に
至
っ
た
o
'此
の
傾
向
は
先
進
國
英
國
•に
於
い
て
顯
著
で
あ
り
★

に
糜
業 

•革
命
に
依
つ
て
二
層
拍
車
さ
れ
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
國
内
，に
於
け
る
個
人
に
'對
す
る
制
限
干
涉
の
撤
靡
が
‘行
は
れ
诞
に
國
外
に
.

.

•
と
背
反
す
る
如
く
.に
見
ら
れ
る
恨
，：
满
の
實
'
此
の
政
策
經
濟
的
自
由
主
f

そ
英
國
に
.士
つ
'，て
最
良
の
民
族
主
_

で
あ
つ
て
、

S

上
自
由
主
_
的
、
世
界
義
的
で
I
、主
M

l
が
营
身
最
も
民
族
義
的
で
I

っ
.た
が
で
あ
る
。
.此
の
輝
め
為
龙
主
義
は
民
族
，

■.ン 

，
荽
民
族
跟
動
の
相
^
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1
0
〇
- 

a
o
i
)

爾
遠
形
成
の
，'爲
に
發
生
し
發
展
し
た
め
で•あ

る

々
- 

,

-

.

•
ニ
，、
此
'の
■

國
英
國
の
貝
由
主
翦
的
民
族
主
营
對
し
て
、
-後
進
國
に
於
け
る
民
族
主
義
は
自
國
防
衛
の
立
場
に
.於
い
て
、
，保
守 

W
保
護
政
策
を
採
用
す
る
は
必
然
で
あ
つ
たo 

-

而
レ
て
そ
れ
は
後
進
國
の
經
濟
社
會
の
議
程
度
の
差
異
に
依
つ
て
、
二
種
に
分
れ
る

O 

ー.は

資

本

主

靈

業
<7
)
,幼
若
狀
態
'に
あ
.る
後
進
國
に
於
け
る
保
襲
策
で
あ
つ.て
、
之
れ
.は
自
國
資
本
主
義
的
萠
芽
の
育
成
保
護
を
目 

,

近
代
的
民
族
國
家
へ.の
.移
ft
*

を
準
備
す
る
所
の
進
歩
的
な
名
の
で
あ
る
。
伽
は
封
建
社
#
の
場

合

^
;
、

先

進

國

と

‘の
接
觸
が
. 

其

の

社

會

を

破

壞

す

、

危

險

か

_ら
‘
封
建
社
*#
を
擁
護
せ
ん
と
.す

る

目

的

：を

以
.忙
防
衞
政
策
'を
.採
用
す
^
0
.此
、の
防
衞
政
策
と
し
で
は'

へ
;:
®

_

徽
！̂

ー
謹
夷
遞̂

鄭
:'
»

激

遲

嫌

藤
: ^

-

外
^

^

藝
_

«

^ :

各
：爾

同

旅
'

刹
歡

防0

ー

蒙

動

琢

ら
\

民̂

s
i

M

が

發

生：

ず
'

る
一9
:一
 

浙

ぐ 

し

て

前

者

鐘

步

的
'

民

族

主

義

で

，あ

り

、
'
後

直

^

寸
的
民
族
主
義
'

と
云
へ
る
0

此
養
族
主
義
は
封
建
的
社
會
自
體
の
麗
で
、
民 

族
國
，象
と
，一

K
,
'

ふ
外
的
刺
戟
に
依
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史
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應
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應
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史
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落
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蠢
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參
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張

し

.'
'
:
;光
緖
有
ク
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起
用
す
る
'
S

な
つ
I

、
保
守
派
勢
力
の
證
、
戊
戌

€

、政
變
を
謹
し
て
I

ば
消
滅
し
た
。
譚
嗣
同
も
新I

と
.

I
を
以
て 

淸
朝
政
府
に
改
革
を
主
張
し
た
が
容
れ
ら
れ
な
か
つ
た
。
此
等
兩
者
は
共
に
熱
心
な
改
拿
論
者
で
ぁ
つ

.て
、
當
晬
の
淸
朝
政
府
の
手
に 

玫
つ
て
改
革
を
行1
し
.办
ょ
ぅ
と
考
へ
た
の
で
あ
る
が
、
之
に
反
し
て
-、
彼
等
と
前
後
し

V

淸
朝
政
府
に
對
す
る
根
本
的
不
信
任
を
表 

し
：.

.支
那
民
衆
の
福
利
を
增I
す
.る
爲
、
革
命
的
手.段
に
訴(

て
起
つ
た
も
の
に
孫
嚣
が
あ
つ
た
/の
で
れ
る

。 

'

• 

• 

' 

V
-
. 

-

3

. 

- 

, 

. 

へ
，
.
：

.

. 

.

孫
文
.の
三
民
主
義
を
理
念
と
’す
る
吏
那
民
族
■

の
出
發
は
、
政
.治
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動
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，
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貌
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0六

二

1
2
1
0
,
、

は
ハ
ぶ
ィ
•
ホ
ノ
，ル
ル
に
於
い
て
興
中
會
を
組
，織

」

し
，た
の
に
始
ま
る0
此
の
興
中
會
は
成
立
當
時1滿
洲
王
朝
<0
'
秕

政

弇

倒

し
‘
富
3 

-
强
共
を
も
づ
て
、
中
國
を
撅
興
す.る
と
一K

ふ

や

，
ぅ

な

漠

然

た

.る
綱
領
を
持
つ
て
居
る
に
過
ぎ•な
か
■つ

ぎ(

加
闽
哲
ーI

敎
授
著「

取
技
協 

同
體
論」

一
八
六
^

6

で
れ
る
が
、
日

淸

馨

後

、
三
合
社
，と
の-提
携
に
依
る
計
畫
失
敗.

H

依
つ
で
、

「

打
倒
淸
朝
の
旗
色
は
鮮
明
に
せ. 

ら
れ
、
孫
文
等
の
革
命.思

想

の

形

成

，の

た

め

に

役

立

つ

た

の

，
で

ぁ

つ

た

。

」(

前
揭
書
同
頁)

一
九
0
〇
年
1
.ー；合
會
、
哥
港
會
と
聯
合
し.て 

の
計
暨
の
.失
敗
後
、
日
本
に
於
い
て
一
九
〇
五'年
#
興
會
と
S

ロ
し
.て

中

國

革

命

同

盟

會

を

組

織

し

、

機

關

紙

「

民報
.，

を
發
一
了
し
て
革 

命思想の普及に努めた。，

此の民報に於い
v

民
族
、
民
權
、
民
生
のH
民
和
；義
を
行
ふ
事
の
肝
要
を
主
張
じ
て居
る
。

.

中
肇
命
同
盟
會
S

後
震
的
行
動
に
移
つ
I

.
、
.悉
く
失
敗
に
終
つ.た
。
併

と

九一、

一
年
鐵
道
國
有
問
題
は
鐘
革
命
の
導 

'

火
線
と
な
つ
た
。
鐵f

國
有
と
し
、
こ
れ
を
擔
保
と
し.で
の
.外

國

震

に

依

？

淸
朝
財
政
難
の
救
：濟
I

的
と
す

る

此

の

問

題

は

.；
： 

當
時
日
露
戰
f

刺
戟
.さ
れ
、
，民

族

業
P

S
的
發
展
に
’依
つ
V

所
謂
•

囘
收
運
動
が
f

に

行

は

れ

て

風

た

際

^
ぁ

つ

た

の 

で

、

反

對

の

風

潮

は

，各

所

ょ

り

猛

然

と

沸

き

起

つ

だ

。

此

の

情

勢

を

利

用

し

て

中

國

革

命

同

盟

會

は

働

き

か

け

、

宗

敎

仁

，
の
^

！
に
依 

，つ
て
十
月
十
日
辛
亥
革‘命——

第
一
革
命
は
簡
單
に
成
功
しV
,共
和
政
體
な
る
中
華
民
國.
時
-政

麻

が

成

立

し

た

の

で

あ

る

。

時
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^

1 :
1

_

薩

_

_

: 1

货
无
.
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: 1
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货
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て
後
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朝
政
府
の
無
力
を
見
敗
、
で

の
南
方
革
命
派
，と
の
®

協
工
作
は
'
 

實
ヵ
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の
、缺
除
5 :
.

自
認
し
で
居
る
.

南
方
革
命
派
に
吟
い
.

て
：_

ら
れ
、
 

淸
國

'.
#

]

廷
の
退
位
、\
共
和
禮
體
の
、採
用
、
革
命
黨
員
に
對
す
A

寬
大
措
置
等
を
條
件
に
和
平
は
成
立
じ
た
。
、
玆
に
於
い
て
民
國
元
年

ニ 

月
±

ー
日.
淸
帝
は
退
|

し
-

孫
逸
仙
に
代
つ
て
袁
白
ら
臨
時
大
級
領
の
地
位
に
就
任
し
て
支
那
共
和
政
府
は
誕
生
じ
た
の
で
1

.
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民
黨
給
成
へ
と
醫
的
解
消
を.な
し
た
。
斯
く
て
國'民
鐵
丨
政
府
含
の
政
黛
と
し
て
へ
發
足
す
差
賢
、
現
實
的
改
良
主
義
を
基
調

と
皮
る
改
綱
を
表
明
し
たo
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政
治
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5
地
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種
族
の
、同
化
I
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す
、
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四
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政
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策
i

意
す
£
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國
際
の
和
平
を
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持
す
の
五
條.で
あ
ふ
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第
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瞭
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仁
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■
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國
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a
の
共
和
制
f

と
S

產

制

塞

布

は

、
反
袁f

:

f
て
第
三
革
命
を
勃
發
せ
：し
め
た
。
結
果
は
袁
の
.帝
政
取
消
と
な
り
、
袁

.
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史
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革命
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憲

法

.も

共

和

制
も
悉
く
結
實
せ
ず
、
單
に
絕
敦
主
讓
權
でI

澈
朝
を
打
倒
し
て
倒
滿
興
漢
の
目
的
を
達
し
た
に
留
ま
つ
た
。
民
族
運
動
そ
の
-も 

の
の
.主
1

條
件
が
に
培
養
ざ
れ
で
展
を
ず

^
爲
に
封
驾
軍
闕
の
勢
カ
を
打
觸
ず
务
に‘茧
ら
食
か
つ
た
の
で
あ
る0
0
- 

,

.叙
上
故
第
一
次
-̂
洲
大
戰
時
代
£
至

る

迄

孟

那

民

族

議S

概
觀
で
か
る
が
、
此a
變
_
に
於
け
る
孫
文
派
革
命
運
動
の
核
心
を 

,

な
i
l一
民
主
義
於
如
何
な
る
內
容
霞'を
有
つ
，<
居
た
.で
あ
ら
ぅ
か
\
孫
.文
の
車
命
1
動

の

署

で

あ
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中
會
時
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に
-は
三
民
主
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て
外
敵
に
對
抗
し
自
賈I

得
を
確
傲
せ
ん
と
の
見
解
か
ら

'

歡
敗
墮
落
し
た
淸
朝
政
府
の
打
倒
を
先
決
問
題
と
考
へ
、「

倒

滿
 

を
强
調
し
た
。
其
故
に
民
族
主
？

？

の
ゝ
と
し
て
は
_

素

朴

單

純

な

も

の

慕

た

。
辱

亡

命

中P
外

考

羅

か

倒

ら

鑑^

ン

■

倒
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て
t

o
民
權
主
義
の
最
初
のf

ぁ

る

置

建

立

と

は

、
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米
的
慕
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治
の
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設
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意
味
I

つ
て
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霉
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單

簾
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.
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衞
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し
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張
さ
f

c

斯
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し
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I
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義
は
I

形
態
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へ
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t

に
な
て
は
完
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
つ
た
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主
義
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I

主
要
な
意
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を
有
し
■

れ
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滿
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し
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漢
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滅
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昆

存

社
#

に
發
生
す
る
弊P

に
救
濟
と
改
良
を
加
へ
ん•と
す
る
社
會
政
策
で
あ
っ
た
。

以
上
述
べ
た
如
き
三
民
主
義
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は

固

定
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な
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の
で
な
い
か
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後
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會
經
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導
い
セ
が
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他
方
新
し
き
支
那
の
誕
生.を
準
備
し
っ
、
あ
っ
允
の
で
あ
る
。
外
國
资
本
の
.流
人
は
舊
き
支
那
を
.漸
次
新
し
き
支
那
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戰
中
エ
於
け
る
歐
米
資
本
、の
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出
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緩
め
ら
れ
た
好
條
件
に
惠
ま
れ

.
、

j那
民
族
、資
本
は
異
常
な
發
展
を
遂
げ.た
。
慕

'̂
革 

命
に
次
ぐ
f

、
地
方
軍
閥
の
混
戰
.と
云
ふ
情
勢
.下
に
支
那
經
濟
は
直
に
資
本
義
的
生
産
へ
ど
議
的
轉
換
議
を
遂
行
し
た
。
、

:
.
歐
米
資
本
主_
の
侵
玫
は
、*
支

那

社

會

を

經

濟

的

に

破

壞

す

る

と

典

に
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文

化

的

思

想

的

に

も

更

新

を

齎

ら

ル
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、
，
；支

那

民

心
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：覺
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せ
し
め
た
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即
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經
濟
的
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面
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進
的
發
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が
招
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れ
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思

肇

樂

斷

行

し

たQ

で
あ
る
。
羞
革
命
は
胡
適
に
依
っ5

開
見

た

支
I

來

の

篇

的
•文
學
湯
す
る
祧
f

喜

ふ

べ 

f
:

ぶ

、
白
話
文
學
の
主
張
及
び
運
動
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潜
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。
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蒙
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受
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膨
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